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農業ビジネス概論
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カリキュラムタイトル

3

項番 系統 タイトル キーワード

1 基礎（全体像） スマート農業概論 未来の経営者像、政策、サプライチェーン、国内外のプ
ラットフォームビジネス（WAGRI、アグミル、他メーカーな
ど）、スマート農業実証事業など

2 基礎（情報の見
える化）

農業経営に関わる
データを見える化する

３C、RightARM 10pointフレームワーク

3 思考系 目標設定と原因分析 RightARM目標設定・原因分析フレームワーク

4 戦略系 生産戦略（生産工程
のマニュアル化）

環境制御、炭酸ガス発生装置、養液栽培、自動潅水、自動
開閉、環境モニタリング、土壌センシングなど

5 戦略系 単価交渉力を見据え
た販売戦略

GAP、出荷予測AI、自動選果機

6 戦略系 生産計画（自動化） 生産計画・生産指示・気象予測・ドローン防除、
収穫シミュレータ・自動トラクターなど

7 ひと系 アグリテックの運用 今まで学んだスマート農業の設備やシステム、その他農業
のサプライチェーンに関わるアグリテック

8 カネ系 設備投資と管理会計 Freee、ソリマチ、県経営指針、融資申請

9 思考系 経営評価・診断

項番 系統 タイトル キーワード

1 基礎（全体像） スマート農業概論 未来に向けた政策、サプライチェーン、アグリテックソ
リューション

2 基礎（情報の見
える化）

農業経営に関わる
データを見える化する

３C、RightARM 10pointフレームワーク

3 思考 目標設定と原因分析 RightARM目標設定・原因分析フレームワーク

4 戦略 生産戦略（生産工程
のマニュアル化）

環境制御、炭酸ガス発生装置、養液栽培、自動潅水、自動
開閉、環境モニタリング、土壌センシングなど

5 戦略 単価交渉力を見据え
た販売戦略

GAP、出荷予測AI、自動選果機

6 戦略 生産計画（自動化） 生産計画・生産指示・気象予測・ドローン防除、
収穫シミュレータ・自動トラクターなど

7 人材 アグリテックの運用 今まで学んだスマート農業の設備やシステム、その他農業
のサプライチェーンに関わるアグリテック

8 カネ 費用対効果・資金繰
り・管理会計

県経営指針、融資申請、会計ソフト

9 総合 経営評価・診断 経営診断、RightARM経営分析など



カリキュラムの概要
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項番 タイトル 概要

1 スマート農業（ア
グリテック）概論

• 農業の外部環境変化を共有し、今後起こりうる農業の課題を抽出します。
• 政策を含めた未来に向けた打ち手を学びます。
• 自分の産地・法人・品目にあったスマート農業計画を立案しましょう。

2 農業経営に関わ
るデータを見える
化する

• 次世代の農業経営に関わる情報の「見える化」について学びます。
• データを活用し、農業経営を様々な角度から可視化します。

3 目標設定と原因
分析

• 「目標設定」「原因分析」という両輪について学びます。
• 目標設定→可視化→仮説設定→（可視化）→課題抽出→原因特定までの流れを学びます。

4 生産戦略（生産
工程のマニュア
ル化）

• 環境モニタリング、土壌センシングなど、世の中の製品や機能を体系的に学びます。
• マニュアル化に向けたスマート農業の活用方法について議論します。

5 単価交渉力を見
据えた販売戦略

• 農作物のサプライチェーンについて学びます。
• 単価交渉力を高めるための選択肢とデータ活用について学びます。

6 生産計画（自動
化）

• 人の手に依存しやすい作業計画や作業指示の自動化について検討します。
• 瞬間的に労力が必要な収穫工程について自動化の可能性を検討します。

7 アグリテックの運
用

• 今まで学んだスマート農業技術（アグリテック）について、改めて整理します。
• その他、サプライチェーンに関わる新しい技術について学び、運用を検討します。

8 費用対効果・資
金繰り・管理会計

• 費用対効果の算出方法や、融資のための資金繰り表の作成方法について学びます。
• 農業経営指針をベースに、「管理会計」の手法を学びます。

9 経営評価・診断 • 今までの学びをもとに、アグリテックを当たり前のように活用する未来を想像した、農業経営の在り
方について、未来の経営計画書を一緒に作成します。

• ケーススタディをベースに、経営の評価方法、診断方法、データやアグリテックを活用した解決案の
作成などを行います。



スマート農業（アグリテック）概論
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概要 アジェンダ

• 農業の外部環境変化を共有し、
今後起こりうる農業の課題を
抽出します。

• 政策を含めた未来に向けた打
ち手を学びます。

• 自分の産地・法人・品目にあっ
たスマート農業計画を立案しま
しょう。

• カリキュラムの全体像に関する
説明も行います。

1．講義 50分
a. 農業の外部環境変化を共有し、今後起こりうる農業

の課題を抽出します。
① 農業の構造を共有しましょう
② 農業の競争環境を把握しましょう
③ データを活用して見える課題例

b. 政策を含めた未来に向けた打ち手を学びます。
① 中長期で行われていく政策
② そこから見えてくる解決策のキーワード
③ 具体的な普及展開の事業例

c. 自分の産地・法人・品目にあったスマート農業計画
を立案しましょう。

2．ワークショップ 30分
a. スマート農業の提案をまとめる

3．オリエンテーション 10分
a. カリキュラムの全体像・学びのポイント

項番1基礎



農業のバリューチェーン
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出荷調達 生産
準備 生産

社員教育・担い手育成

経理・資金繰り

GAP（生産情報管理）

農業に
必要なものを
調達する

生産活動の
準備をする

生産活動を
行う

集出荷・
営業を
行う

資金を
管理する

右腕を
育成する

品質情報を
管理する



新規参入

売り手 農業生産業界 買い手

代替品

農業の競争環境
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• 種苗
• 肥料
• 農薬
• 資材
• 農機
• 設備
• 農地

• ドローン

企業参入

• 物流
• 加工
• 卸
• 小売
• ＥＣ
• 直売
• 飲食

アマゾン
コンビニ

ドラッグストア

サプリメント・
完全食 輸入工場

消費者

出荷調達 生産
準備 生産

社員教育・担い手育成

経理・資金繰り

GAP（生産情報管理）

【参入障壁】
土地・土壌・設備
・農機人（労働集約）
・治水・補助金



↑相手強気
→まちまち
↓農家強気

新規参入

売り手 農業生産業界 買い手

種→ 物流↑↑↑

苗↑ 加工↑

肥料↓ 農協・市場→

農薬↓ 地域商社→

資材→ 小売店↑

農機・設備↑ ﾈｯﾄｽｰﾊﾟｰ↑↑

人材↑↑ 生協↑

農地↑ 直売→

ICT/IoT↓ 飲食↑

代替品

農業の競争環境 例 ※コロナ前

©Terrace mile.INC 20192020/9/17 8

企業参入

出荷調達 生技 製造

雇用・担い手育成

青色申告・資金繰り

GAP（生産情報管理）

アマゾン
コンビニ

ドラッグストア

サプリメント・
完全食 輸入工場
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企画

調達

生産

営業

出荷

経理：月次決算、キャッシュフロー

右腕（後継者）育成

マネジメント・仕組み化

部会運営・農協活用

どんな産地か、
何を作るか

設備投資、
種苗調達

栽培手法、
管理技術

販路（STP）

規格、糖度、
品質

業界内の課題

ビジョンの策定 ～問題カ所抽出メソッド～



見える化すると
課題が分かる
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S中心 286円/kg

M中心 244円/kg

事例：市況と実績（キュウリ・太田）

2020/9/17 ©Terrace mile.INC 2020 11

作成：テラスマイル株式会社



事例：市況と実績（サツマイモ・太田）

©Terrace mile.INC 20202020/9/17 12

茨城：品種分散タイプ

千葉：品種集中タイプ
作成：テラスマイル株式会社



サプライチェーンの課題
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生産者
出荷場

28-40%

農協

3%

全農経済連

1%

市場

8.5%

仲卸・産地商社

5%

卸・帳合

5%

小売

60→100%

198円

飲食

300%

600円



農業のスタイル
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差別化

地域消費

個別価値

希少性

模倣困難

産地強化

都市圏

消費

低コスト

安定生産

組織体系

工業化らしさ



解決策
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国内政策 society5.0



スマート農業の位置づけ



具体的に目指す世界



2050年を見据えた政策
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出所：農林水産省ウェブサイト 農林水産技術会議
ムーンショット型農林水産研究開発事業について



知の集積
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出所：農林水産省ウェブサイト 農林水産技術会議
ムーンショット型農林水産研究開発事業について



挑戦的農林水産研究開発事業
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出所：農林水産省ウェブサイト 農林水産技術会議
ムーンショット型農林水産研究開発事業について



新規参入

売り手 農業生産業界 買い手

代替品

解決策としての研究開発
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出荷
• 種苗
• 肥料
• 農薬
• 資材
• 農機
• 設備
• 農地

• ドローン

調達 生技 製造

雇用・担い手育成

青色申告・資金繰り

企業参入

GAP（生産情報管理）

• 物流
• 加工
• 卸
• 小売
• ＥＣ
• 直売
• 飲食

設備等のインフラ管理

アマゾン
コンビニ

ドラッグストア

サプリメント・
完全食 輸入工場

消費者

調達手法
ローコスト
• 農地・農機シェア
• 調達シェア
• 人材シェア
• 動画教育
付加価値
• LED育苗
• 有機たい肥

生技・製造
• 環境制御型ハウス
• 自動潅水装置
• GPS播種・定植機
• ロボットトラクター
• ラジコン管理機
• 環境モニタリング
• 土壌モニタリング
• アシストスーツ
• ドローン防除

集出荷技術
• 収穫ロボット
• 個数管理ロボット
• 自動収穫機
• 自動選別機
• 非破壊糖度選別機
• パック詰めロボット
• 貯蔵システム
• 食味計付コンバイン

予測
• 収穫量・個数
（画像解析）
（機械学習）
• 出荷量・販売
• 生育・病害虫
（ウェアラブル・カメラ）
• 天候

管理
• シフト・労力
• 段取り・順番
• 栽培履歴
• 品質・リスク
• コスト・財務
• 販売・規格
• 土壌

集出荷手法
• 域内物流
• 飲食店物流センター
• 産地物流センター



参考 スマート農業サービスマップ
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出荷調達 生産
準備 生産

社員教育・担い手育成

経理・資金繰り

GAP（生産情報管理）

調達手法
＜シェア＞
• ファーマリー（農機）
• シェアグリ（人材）
• アグミル（土地）
＜付加価値＞
• ベルグアース（苗）
• エルム（LED苗）
• ムスカ（堆肥）
＜海外＞
• FBN

育成/コンサル
• マイファーム（担い手）
• アグリメディア（経営）
• アグリコネクト（経営）
• デルフィジャパン（栽培）

経理・品質
• ソリマチ（会計）
• Freee（会計）
• ファームオーエス（労務）
• NEC-SI（GAP）
• ファームレコーズ（GAP）

予測・診断
• 農研機構（予測）
• 富士通（予測）
• NTTデータ（予測）
• ファームアイ（米）
• AgriLook（米・畑作）
• PLANTDATA（施設）
• 栽培ナビドクター（土壌）

ドローン
• Drone JAPAN
• スカイマティクス
• ナイルワークス
• OPTIM
• トルズビオン

生産管理
＜農業＞
• アグリノート（米・露地）
• アグリオン（野菜果樹）
• アグリハブ（小規模）
• Z-GIS/Z-BFM
• KSAS（米・露地）
• 栽培ナビ（施設）
＜畜産＞
• ファームノート（酪農）
• Umotion（肉牛）
• Eco-Pork（養豚）

収穫/伴走ロボット
• inaho(（アスパラ）
• AGRIST（ピーマン）
• パナソニック（トマト）
• Donkey
• 銀座農園
• CuboRex（果樹）
• エムスクエア・ラボ

自動化
＜環境制御＞
• Next80
• ネポン
• エアロビート
• PRIVA
• プロファーム
＜その他制御＞
• Paditch（水位調整）
• ゼロアグリ（自動潅水）
• Sensprout（自動潅水）

データ活用
• AkisaiPF
• RightARM（弊社）
• Ekレシピ

モニタリング
＜環境モニタリング＞
• プロファインダー
• アグリネット
• あぐりログ
• House NAVI ADVANCE
• みどりクラウド
• ラピスセミコンダクタ
• E-KAKASHI
• グリーンラボ
＜運転支援＞
• AgriBus-NAVI

集出荷手法
• やさいバス
• 農業総合研究所
• イーサポートリンク
• FARMBOX(農協）
• Happy Quality

その他
• Sagri（衛星）
• イノフィス（スーツ）
＜自動トラクター＞
• クボタ・ヰセキ・ヤンマー
• コマツ/OPTIM
• 松本機工（茶）
• 日本計器鹿児島製作所



スマート農業実証事業／加速化実証事業
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出所：農林水産省ウェブサイト



次世代につなぐ営農体系確立支援
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出所：農林水産省ウェブサイト



協同農業普及事業
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出所：農林水産省ウェブサイト



強い農業・担い手づくり交付金
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出所：農林水産省ウェブサイト



ＷＡＧＲＩ（農業データ連携基盤）
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出所：WAGRIウェブサイトより



AIガイドラインに関する検討
（農業分野におけるＡＩの開発・利用に関する契約ガイドライン）
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出所：農林水産省 食料産業局「農業分野におけるデータ契約ガイドラインについて」より



ワークショップタイトル
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1.スマート農業の提案をまとめる

2.戦略立案のための見える化を求められる

3.勉強会の目標を設定する

4.産地のマニュアル化に取り組む

5.販売単価のアップに取り組む

6.産地として自動化を検討する

7.若手のリーダーを育成するためにどう活用するか？

8.次世代に向けた投資に取り組む

9.貴方が目指す部会・法人の姿を創造する



ワークショップ
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シラバス ストーリー（主人公：石原）

1. 目的：
スマート農業の提案をまとめる

A) 自社法人
B) ケーススタディ（右）

2. グループディスカッション：
これからの環境変化の中で、あ

なたはどの課題に着目し、解決
策を構築しますか？

3. 全体ディスカッション
2030年に実現したい農業の

カタチってどんなものなのだろ
う？

• 石原は産地の若手を取りまとめるリーダーの一人である。
• 冬春の果菜類・施設園芸の産地である。

• 今までは他産地視察・圃場巡回などを企画し、グループの
単収（反あたりの収量）向上に取り組んできた。

• 個人的には3年前から環境モニタリングを導入しており、
メーカーが企画する勉強会にも参加し、実践している。

• 基本的に、「樹を見る眼」を大切にし、「データは勘とセン
ス・判断の補完である」という考えを持っている。

• 石原が持つ3つの圃場では、土質・品種や気象変動に関わ
らず、県平均の1.8倍の収穫実績を上げている。

• 収穫量・施肥潅水・防除はノートに取っている。土壌分析は
こまめに行い、減農薬。樹を制御する技術に長けている。

• 産地は昔は全国有数の出荷量を誇っていた。現在、産地の
部会員数は変わらず多いものの、県が指針とする所得を上
回る農業者は3割程度である。

そんなある日、石原に産地の部会長から「来年度の国庫事業
に手を上げたい。スマート農業を導入したい。石原くん、まずは
骨子をまとめてほしい」と依頼があった。

項番1基礎
スマート農業（アグリテック）概論



↑相手強気
→まちまち
↓農家強気

新規参入

売り手 農業生産業界 買い手

種 物流

苗 加工

肥料 農協・市場

農薬 地域商社

資材 小売店

農機・設備 ﾈｯﾄｽｰﾊﾟｰ

人材 生協

農地 直売

ICT/IoT 飲食

代替品

自社の環境分析ワークシート
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企業参入

出荷調達 生技 製造

雇用・担い手育成

青色申告・資金繰り

GAP（生産情報管理）

アマゾン
コンビニ

ドラッグストア

サプリメント・
完全食 輸入工場
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企画

調達

生産

営業

出荷

経理：月次決算、キャッシュフロー

右腕（後継者）育成

マネジメント・仕組み化

部会運営・農協活用

どんな産地か、
何を作るか

設備投資、
種苗調達

栽培手法、
管理技術

販路（STP）

規格、糖度、
品質

自社の内部分析ワークシート

ビジョンの策定 ～問題カ所抽出メソッド～



個人ワークシート 課題と解決策

©Terrace Ｍile.INC 20192020/9/17 34

計画立案 耕起整地 元肥 播種定植 防除追肥 収穫 選別出荷 販売物流 人材評価
経営
分析

GAP等に基づく栽培・品質管理

課題① 課題③課題②

解決策① 解決策③解決策②



目標設定の参考資料
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反収
向上

体系
化

規模
拡大

分散
播種

売上
向上

経費
削減

投資
試算

適正
配車

自動
化

所
得
向
上

産
地
育
成

担
い
手
減

均
一
出
荷

所
得
向
上

所
得
向
上

適
正
投
資

コ
ス
ト
減

人
材
難



代表的な実証プロジェクト（一貫体系：施設園芸）
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※農林水産省 スマート一貫体系に関する資料（平成30年9月）より抜粋



担い手が年々減少する中、若手の産地維持と所得向上目指した取組みをサポート
（次世代の担い手育成モデルとして体系化し、各自治体にも紹介）

2015年

ビジョン策定

2016年

PDCA加速

平均反収 10 → 15.8トン(2018)

2020年

平均反収

16.5トンの確立

2014年
平均反収
10トン程度

篤農家インタビュー 未来を語る会

勉強会 週次圃場巡回

生育調査

分析データ共有
（定例会）

【契約当初】

西都ハッピーマン 経営力強化プロジェクト
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稼ぐ産地モデルの策定シナリオ（例：ハッピーマン）
産地の経営力強化に向け、半年間（初回面談からは8か月間）の意見交換・接

点を重ね、産地ビジョンを策定。その後、1年半の運用改善を実施している。

©Terrace mile.INC 20202020/9/17 38

産地
インタ
ビュー

ヒアリング
・産地分析

各種分析
・見える化 要因分析

産地
ビジョン
＆勉強会

•現状把握
•課題抽出
•前提条件
•目標設定

運用
評価改善

•市場流通分析
•（消費分析）
•ベンチマーク
•篤農家分析
•コスト分析

•環境・気象分析
•経営シミュレーション

•個別相談・定例会
•（圃場巡回）
•個別成績表

3か月～半年（2015） 1年半（2016～）

過去データ・県普及データ リアルタイムデータナレッジデータ・オープン
データ




